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【はじめに】ダブルペロブスカイト型構造を有する A2MnCoO6（A:ランタノイドまたはアルカリ

土類元素）の焼結体において，極めて大きな交換バイアスが自発的に発現することが知られてい

る．その起源は，Mnと Coの秩序度の分布によって空間的に分離された強磁性相と反強磁性相の

界面における相互作用にあると考えられている [1]．そこで，我々は熱力学的安定相に関わらずダ

ブルペロブスカイトの B サイト秩序度を系統的に制御できる非平衡薄膜成長に着目した [2]．本

研究では，パルスレーザ堆積法を用いて秩序度が異なる La2MnCoO6（LMCO）薄膜を成長し，磁

性と秩序度との関係を明らかにすることを目的とした． 

【実験】LMCO 焼結体原料を用いて，SrTiO3 (111)基板上に LMCO 薄膜を成長した．酸素分圧を

1×10−5 Torrで一定とし，成長温度を変化させた．X 線回折（XRD）により結晶構造と秩序度を評

価した．PPMSに装備された VSM（振動試料型磁力計）により磁気特性を評価した． 

【結果】Fig. 1に LMCO薄膜の対称反射の XRDプロファイルを示す．700 °C で成長した薄膜は，

2 = 20°, 60°付近に，それぞれ(111)，(333)超格子反射のピークを示し，秩序相とわかった．一方で，

400 °C で成長した薄膜は，超格子反射を示さない無秩序相であり，700 °Cに比べて 2%ほど広い

面間隔を示した．秩序相と無秩序相からなる LMCO薄膜の 5 Kにおける飽和磁化は，それぞれ 5.8，

2.9 B/f.u.であり，秩序度（あるいは格子変形）と磁化に明瞭な相関があることが分かった． 
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Fig. 1  Out-of-plane XRD profiles for the LMCO 

films grown at 700 °C (red) and 400 °C (blue). The 
black arrows indicate the ordered double-perovskite 

superlattice reflections. 

Fig.2  M−H curves for the LMCO 

films grown at 700 °C (red) and 400 °C 
(blue). 
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